
カタチには理由
ワ ケ

がある(10) 

～ブリストル・ボーフォート(Beaufort)雷撃機 

 

 

 

 

 

 

 

本機は、1939 年に初飛行した、第二次世界大戦前半に使用された英国空軍の雷撃機です。ブリストル

という会社、もともと航空機製造の黎明期に財閥によって創業されたせいか、この航空機メーカーが

世に送り出した機体は、どこか重厚な現場感を漂わせるものが多いように感じます。このボーフォー

ト爆撃機もその一つで、最先端技術を使った繊細な飛行機というよりも、蒸気機関車のボイラーを思

い起こさせる、重機械という趣があります。このメーカーは大戦後 1959 年に BAC に合併されるまで

存続します。洋上航法用の八木アンテナやお腹に半埋め込み式で魚雷を搭載する構造もポイントで

す。オーストラリア軍も使用した機体で、日本軍の隼や零戦もこの機体と戦いを交えたと思うと親近

感が沸きます。 

【模型について】 

チェコのスペシャルホビー(Special Hobby)製 1/72 のインジェクションキットです。そもそも華々し

いスポットライトが当たる機体ではありませんが、古くは、今は無き、英国のフロッグからキットが

出ていました。ただフロッグの資料本を読むと、この機体の売り上げは、たくさんの種類がリリース

された飛行機のプラモデルのなかでベスト３に入っていたようで、他から出ていないことを割り引い

ても、この武骨な機体は案外人気があったようです。英国のエアフィックスが、今年、新しいキット

のリリースしてくれたので、より手軽にこの機体を楽しめるようになりました。        
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Shape follows Function & Taste


